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5th anniversary

あなたが“シビれた”最高のひと言、
教えてください―――

Library Lovers’キャンペーン2014

今は今なんだと。今を未来のためだけに使うべきじゃないと。--『夜のピクニッ

ク』恩田陸(2006)--

いやさ、悲しいときこそ騒ぎたくなるものさ。--『死闘』佐伯泰英(2000) --

その火を飛び越して来い。--『潮騒』三島由紀夫(1954)--

恋はするものじゃなく、おちるものだ。--『東京タワー』

江國香織(2001)--

私がこの世でいちばん好きな場所は台所だと思う。
『キッチン』吉本ばなな(1988)--

私はかつて正しかったし、今もなお正しい。いつも、私は正しいのだ。--『異邦人』カミュ/窪田
啓作訳(1963)--

「なに食べたい？」「てんぷらにな、おつくりにな、ところ天」--
『アメリカひじき・火垂るの墓』野坂昭如(1968)--

「おっさん、あれでしょ」と一
人が言う。「犯人でしょ！」と別の
一人が言う。--『ゴールデンスラン
バー』伊坂幸太郎(2010)--

人生は教訓に

満ちている、しかし万人にあてはまる教訓は一つもない --『赤ひげ診療譚』山本周五郎(1964)--

こうした事件があるので、ときどき退屈を忘れさせてくれるんだ。--
『シャーロック・ホームズの冒険』コナン・ドイル/延原謙訳(1953)--

この中には、あたし
の全財産がはいって
いるんですけれど、重
くはないの。--『赤毛
のアン』モンゴメリ／

村岡花子訳(1954)-- 君はこれから世界でいちばんタフな15歳の少年になる。
- - 『海辺のカフカ(上)』村上春樹(2002)--

いちばんたいせつなことは、
目に見えない。--『星の王子さま』

サン＝テグジュペリ／河野万里子訳
(2006)--

そしてみんな、爆発は好きか―――！--『キケン』有川浩(2013)--

呑気と見える人々も、心の底を叩いてみると、
どこか悲しい音がする。--『吾輩は猫である』
夏目漱石(1918)--

よく考えると結局、おいらの人生はオフクロとの闘いだったような

気がする。--『菊次郎とさき』ビートたけし(2001)--

天国へ行くのに最も有効な方法は、地獄へ行く道を熟知することである。
--『マキアヴェッリ語録』塩野七生(1992)--

いつまでも、いつまで経っても、夜が明けなければいい、と思いました。--
『ヴィヨンの妻』太宰治(1982) --

わたしと楽俊の間にはたかだか二歩の距離しか

ないじゃないか。--『月の影 影の海(下)』小野不由美(2000)--

この家族は、もともと、みんな他人なのだ、と、思った。--『家族八景』筒井康隆(1975)--

無理だよ。どこにも楽園なんてないんだ。--『ナニカアル』桐野夏生(2012)--

金は鋳造された自由である --『死の家の記録』ドストエフスキー／
工藤精一
郎 訳
(1973)--

走りとは力だ。--『風が強く吹いている』三浦しを
ん(2009)--

なにかに本気で
とりつかれるっ
てことはさ、み
んなが考えてる
ほど、ばかげたこ
とじゃあないと思う
よ。--『トリツカレ
男』いしいしんじ
(2001)--

ずっと我慢して、我慢して、それでいつか

死んでしまう。それが生きることなのかな。--
『6TEEN』石田衣良(2012)--

歴史的事件の原因は何か？―――権力である。--『戦争と
平和(4)』トルストイ ／工藤精一郎訳(2005)--

弱者への愛には、いつも
殺意がこめられている――― --『密会』阿
- 部 公房(1983)--

生きた人間を生きたまま殺す。--『海と毒薬』遠藤周作(1960)-
-

人生は一箱のマッチに似ている。--『侏儒の言葉・西方の人』

芥川龍之介(1968)--

まやかしの希望は、絶望よりも邪悪だ。
--『模倣犯(4)』宮部みゆき(2005)--
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